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コーチングの哲学： 
ハンス・レンクの民主的コーチングとは何か？
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論文概要
コーチングの世界には二つの課題があると考える。すなわち，一つは体罰や暴力を用いないコーチングがス
ポーツの世界にとって必要とされていること。二つ目は，競技者のキャリア形成につながるコーチングが求めら
れていることである。本研究では，これら二つの課題解決に有効と考えられる「民主的コーチング」の概念を明
らかにし，それが解決しうる現代スポーツの状況について最後に考察を加えた。カール・アダムによって実践さ
れ，ハンス・レンクによって理論化された民主的コーチングは，指導者と選手の関係という教育性，競技力向上
という実用性という二つの観点から見て，当初の問題意識に対して有効な方法であると考えられた。一方でレン
クが提起した範囲で検討する限り，あらゆるコーチング対象に対して無条件で適用可能ではなかった。スポーツ
でのパフォーマンスと知的作業は異なる。しかし，議論と対話の能力は両者をともに高めることに貢献する。こ
れは知識の増大に貢献するのではない。問題の発見と解決，そのための思考力育成に貢献する。いわば，民主的
コーチングは競技力向上とともに思考力育成のトレーニングの場である点が明らかにされた。


